
現代の「貧乏」と「貧困」を甘く見るな！�
　わしら年配教員や元気な年寄りは、子どもたちが貧

乏だといって、それがどうしたんだ！と思ってきた。つまり、

貧乏だって清く生きることはできるぞ！いや、正しく立

派な人生は可能だろうが！貧乏に甘えているんじゃな

いぞ！なんでも貧乏のせいにするんじゃない！戦後はみ

んな貧乏じゃないか！と、矢継ぎ早の！！！の気持ちになっ

てしまったのだ。

　戦後の貧乏には明るい高度経済成長が待ってい

るという予感があったし、苦労したって大学へ行けれ

ば生活は楽になるはずだ……という、なんだかわくわ

くする希望が持てたような気がする。

　例えそれがそうならなくても、学校にいる間は、「貧

乏でもいいや、しょうがないじゃん」そんな気分だった。

しかも、ここが肝心なんだけど、勉強ができなくても、

就職すれば生活はちゃんと一人前にできた。いくら中

卒でも、結婚して家族が持てたし、嫁さんと子どもを

食わしていけるんだ！勉強がなんだ！なんだ！バカヤロー

と思っていた。

　ところが、こうした年寄りの思い込みは、今の時代

ではまったく違っていて、「就職すれば……」というこ

とは、「就職できるんだよ」という前提の話でしょ、それ

簡単じゃないし……。実際、就職しないといけないの

にできないということは、そういう親を持つ子どもは、「貧

乏」というより「貧困」と言った方がいい。だから貧乏

と貧困は違うのだ。「貧乏」は貧しく乏しいという状況・

状態を言うのみだが、「貧困」は居直れないで、困っ

てしまっているのだ。

　まず、年寄り、とくにお金持ち高齢者のいう「貧乏

がなんだ！」というのは、豊かな時代の貧乏には言える

が、現代のような「新自由主義的なグローバル経済

的徹底的底なし貧困」の中では、当てはまらないので

ある。今の貧困がどんな状況なのかを、具体的にか

つ多面的にとらえないと、結局「景気がよくなればい

いんじゃねえ」とか「貧しいのは気力がないからだ」と

いう、なんとも浅はかな結論になってしまう。

お金がないという貧困に援助は十分か？�
　貧困の実態について一部、ほんの一部を書いてみ

たい。もちろんデータとしてはたくさんある。関連本は、

阿部彩著『子どもの貧困』（正・続）岩波新書をはじ

めいくつかあるし、ネットでも検索でいくらでも出てくる。

ただ、貧困率や統計的に処理されたものは、なかなか

実感がわかないところがあるので、ここでは、そういっ

たデータを取り上げない。しかし、むろん、そういうデー

タは意味のあることだから、詳しい書籍などを参考にし

て欲しい。

　名古屋市は「経済的にお困りの方」の子どもたち

に「就学援助支給」がされている。学校では「生活保

護家庭への支給」を「要保護」といい、「就学援助家

庭」を「準保護」と呼ぶ。もっと略して「要」「準」と呼

ぶこともある。準保護家庭はどんどん増加している。

準保護家庭は、「経済的にお困りの方」として所得

制限をもうけて認定される。認定されれば、給食費が

免除になる。そのほかに、学用品費が1万3千円くら

いから2万7千円くらいまで毎年分割して受給できる。

修学旅行費とか入学準備金も支給される。

　しかし、問題は「経済的にお困りの方」は「経済的」

つまり、生活費がないだけでなく、「家庭環境」「学習

環境」「近隣環境」「健康管理」「生活意欲」など生

きること全体的に困っていることが多いのだ。基本は

経済的な貧困、つまり金がないのだけれど、それが多

様な貧困状態を生み出しているから問題が複雑にな

るのだ。

　経済的貧困だけが問題なのではないし、経済的貧

困が解決すれば、すべての貧困問題が解決するわけ

ではない。経済的貧困を解決することは、安寧な生活

の必要条件ではあるが、十分条件ではない。

現実の「貧困」はてごわい�
　5年生の村上君（仮名）の家は、シングルマザーで、

母親はトリプルワークをしている。朝7時から2時間、

10時から6時間、18時から5時間のパートタイムである。

病気でないのが不思議なくらいである。村上君は忘

れ物が多いし、図工や文具などの準備ができない。

お金はそこそこもらっているらしいが、自分で計画的

に買い物をしたり、学習の準備をすることができない。

　担任は「どうしようもない」と半ばあきらめている。

だが、そもそも教員も、当の村上君も母親と学校の

話をする時間、機会がほとんどないのだ。小学生な

ら学校のできごとを多少なりとも親と会話し、「明日

の用意はできた？」とか、「今日は忘れ物なかった？」

などと声をかけ、「そういえば、こんどコンパスの準備

をしなくちゃいけないんだった」「なにやってるの、ちゃ

んと準備しなさい」などと、学校生活のための動き

がうながされるものだ。そういう余裕がないのだ。

　経済的貧困というより、生活の中で親子の関係

性を育てていくことができない貧困な関係性しかな

いということの問題だろうと思う。

　日高さん（仮名）は、高校の教材費やクラブ活動

の用具などが買えなくて、結局学校を中途退学する

ことになった。名古屋市は高校の授業料は免除で

あるが、教材費などは必要になる。また、一番重要

なのは、通学の交通費である。これは、家計上けっ

こうイタイ。これは経済的な貧困、お金がないという

ことだが、それほど単純ではない。彼女の家庭は、

父親が健康を害して働けないので、母親がかなり厳

しい状態で家計を支えている。父親の勤務してい

た会社は、現場の事故を公務災害にするのを拒否し、

わずかの金銭で父親は泣き寝入りしていたのだ。

労組もなく、健康を害した父親はそれをアドバイスし

てくれる友だちもいなかったということだ。そして、彼

女もどんどん学習意欲がなくなっていく。

｢貧困」問題は大人全体の社会の課題として
とらえる
　子どもの貧困は金銭的に困っていない子どもに

もある。例えば、いじめや不登校で友だちとの関係

が断たれたまま孤立している子どもも少なくない。

お金があっても、友だち関係や生活全般が落ち着か

ない、喜びのないものになっているのではないかと思

うのである。

　「夜、お父さんがお母さんのことを忘れなさいといい

ました。どうして？と聞きました。お父さんがお母さんの

話をしてくれました。お母さんは私たちの世話をしなく

てゲームばかりをしていたそうです。そしてお父さんが

出ていけと言ったら、お母さんは新しいカレシとでてい

きました。かなしいです」　この家庭は、経済的貧困

家庭ではない。また、決して教育に不熱心でもない。

両親は少なくとも異常な大人ではなかった。しかし、父

親は忙しく、母親は何かしたいけど、何をやってもおも

しろくないと言っていた。家庭での会話もなかったと

言う。

　子どもの貧困は、経済的貧困だけでなく、「家族と

いうあり方の貧困」でもある。つまり、大きく言えば、「人

間関係の貧困」に進化していると考えた方がいい。

お金は必要だし、不可欠だが、それだけでなんとかな

るものでもないのだ。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2回目からは、実際にこの地域で活動する団体の「子

どもの貧困」に対する取り組み、想いをご紹介してい

きます。

子どもたちの貧困  － 連載第1回目では、まずは子どもたちを取り巻く  「貧困」の実態について、皆さんと一緒に考えてみたいと思います。�
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中日新聞コラム「子どもってワケわからん」連載中

子どもと親にむけて、「１日おもしろ学校ごっこ」で

仲間と授業公開
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子どもの6分の1 ― 6人に1人が貧困状態に陥っているといわれる現在の

日本。この連載では、その6分の1の子どもたちの現状と、この地域で

「子ども貧困」の解決に取り組む団体の活動をご紹介していきます。�
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